







日本語 という言語についての知識 を深めつつ､ 日本語での自然なインターア
クションができるようになるには､日本人 との実際の接触 (インターアクシ ョ
ン)体験から学ぶのがよい1)｡クラツシェンは理解可能なインプットこそが言
語習得を促進するという ｢インプット仮説｣をたてた2)｡たしかに､初級 レベ
ルの学習者 にとって教室外の自然な談話の中には理解で きない発話が多す ぎ
る｡留学生が小学校 を訪問した折のことだが､留学生に ｢趣味は何ですか｣ と








となるのは､相手が学習者の 日本語の レベルに合わせて語嚢を適切 にコントロ
ールで きること､また､学習者の語集力 をカバーするための視覚的な助けとし
て､実物や絵や写真､ジェスチャーなどが十分与えられることなどが考えられ






筆者 らは､初級 レベルの 日本語教育において､教科書にそって文型や語集
を教 え､その知識 を評価するという通常の授業スタイルに併せて､学習者の
得た知識の有意味な再生活動を協同学習 という形態で行いたい と思 った｡ そ
こで､長崎大学 と熊本大学の留学生セ ンターで学ぶ同じ時期 に研究留学生 と
して来日した初級 レベルの留学生にグループごとに日本語でビデオを制作さ
せ､それをSCSという新 しい衛星通信 システムを使って遠隔地から発表 しあう
場をもうけてはどうかと考えた｡
本稿では､初級 レベルの 日本語学習者に対するインターアクション教育の


















を教師が評価 し､学習者同士を競争 させてきた｡だが､学ぶ とい うことは学
習者に何らかの変容 (reacculturation)を生じさせることである｡真に学ぶため
には､丸暗記ではな くて､課題 について学習者同士がディスカッシ ョンし自







二項対立的図式にとらえてはな らない｡学ぶ とい うことは､それを他人とと
もに味わい､認め合いたい という気持ちを起 こさせるものであるか ら､学ぶ
とい うことの中に､すでに教 えることが含 まれている｡ すなわち､学ぶ こと
と教 えることは表裏一体であり､相互構成的である｡ 教室の子供たちが､教
え/学 びの二重性 を相互 に認め合うことがで きれば､見かけ上の ｢能力差｣
や ｢学力差｣などは､子どもたち同士では別段問題にもな らないはずだ｡子








初級 レベルの学習者にとって､ ビデオの利用 は､視覚的な情報が大 きな助
け とな り､語柔が少 なくても相手の発話が理解 しやすいはずである｡ また､
ビデオは､絵や写真のような静止画に比べ､より多 くの情報を音声 と共に伝
えることができるので､発表の内容が一層興味深い ものになると思われる｡




初級 レベルでは､学習者の レベルにあわせて相手が語条のコン トロールをす
























画像 を同時に見せることができる｡ 例えば､発信者側 には受信者の反応を見
せることがで きるし､受信者側 には発表資料 と同時に発表者の表情を見せる
ことができる｡そのため､SCSを使った通信は電子メールやビデオ交換に比べ､
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日的
scsを使 って熊本大学留学生センターの留学生 と長崎大学留学生セ ンターの
留学生が ビデオを使った発表を行うことを通 じて コミュニケーション能力を
高める ことを目的 とする｡
参加留学生について
この授業 に参加 したのは､熊本､長崎両大学 とも､大使館推薦の文部省国
費留学生が中心 となっている研修コース (6ケ月の 日本語集中コース)の留
学生である｡ 同 じ時期 に同 じ目的 (国費留学生として大学院で研究 を行 う)
で来 日し､同じ時期 にほぼ同 じ規模のセンターで日本語 を集中的に学 び始め
た留学生たちであるか ら､お互 いの生活環境や日本語のレベルに興味をもつ
であろうと考 えた｡一回日の授業 に参加 した学生は98年 4月に来日した98年
度前期の研修 コース生で､2回日の授業 に参加 した学生は98年10月に来日し
た98年度後期 の研修コース生であった｡参加留学生はほとんどが来 日時は日




とに短い ビデオとそれに付随す るス クリプ トを作成す る｡そして､作成 した
ビデオをSCSを通 して相手大学の参加者に見せなが ら発表 し､発表のあとに内
容についてのディスカ ッシ ョンを行 う｡また､お互いを知 り合うとい う目的
で簡単 なプロフィール交換 のようなものを授業前 に行う｡




5-8分の短い ビデオを作成 した｡ トピックの決定からビデオの編集､ス
クリプ トの作成 まで全部学生たちが行 った｡マイクを使用 してス クリプ ト
を読むほうが音声がはっきりするため､基本的にはビデオ撮影の とき音声




順 番 トピック グループの人数
長笑学 1 私たちの会館 4人
2 留学生の 1日生活 4人
3 平和公園









学生一人一人が 自分の好 きな場所 に立 ち短い自己紹介をする｡時間の都
合もあ り､教師が撮影 した｡
･リハーサル
実際13CS室へ行 き､画面 に作成 したビデオを写 しながらス クリプ トを読
む練習をした｡学生 たちは初めて見るSCSの教室に対する好奇心 を隠せ ない
という様子であった｡
授業当 日
当日は両大学 とも衛星回線がつながる少 し前にSCS室へ行き待機 し､回線が
つながるのを待った｡そして､回線がつなが り､お互 いの様子が画面に映し
出される とほ とん どの者が画面 に映 し出 された相手校 の学生たちに手を振っ
て挨拶を していた｡ 実際の動作 と画面上に映し出される微妙 な時間のずれを
確かめているかの ようでもあった｡中には来 日の際に東京や大阪まで一緒だ
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か トピックをもうけて話 しあったり自由に意見交換を行 ったりしたかったが､











この発表がよかったかなど､全体で話 し合 う時間をとることがで きないか と
も考えた｡
2-3 2回目の授業 (1998年 12月17日､午後 2時40分～4時10分)
授業前 に行ったこと
･紹介するビデオとスクリプトの作成







順 番 トピック グループの人数
長崎李 1 長崎のハ夕あげ 5人
2 平和公園 4人
3 留学生交流パーティー 4
熊本李 4 熊本のファッション 4人

















ビデオ発表の上限を5分に制限 したことや､発表のグループ数 も減 らした
ため､ 1回日に比べ少し時間的余裕があった｡しか し､発表後の意見交換で
は､司会者 (筆者 ら)にマイクをむけられても日本語での適切なコメン トは
なかなか出てこなかった｡長崎大学ではコメントは主に既習者が行い､その
他の ものはあまり発言 しなかった｡また､性格的に横板的な学生がコメン ト






















多 くの学生が ｢初めての経験でお もしろかった｣｢自分たちの発表を遠い場
所で聞いて くれている様子がスクリーンにうつる｣｢映像があるし､質問すれ
ば電話のように返事してもらえる｣などと答えていた｡ また､発表の内容に
ついては､相手が自分たちと同じ国費研究留学生で､同じ時期 に渡 目し､ 日
本語の勉強をしているとい う同 じ境遇におかれている者が多いからか ｢共通
の話題が多い し､ 日本語の レベルを比較するいい機会だった｣とい う意見や
｢他の大学の留学生 もじぶんたちと同 じように日本語の勉強をして､同じよう
に くらしているようすが わかって､お もしろかった｣ というものが あった｡














間と協力 してのビデオ作成は楽 しかったと感 じているようだ｡ しか し､残念
なが らアンケートの回答の中には "日本語を使 って話すことに自信がもてだ'
とか "日本語の勉強になった" というものは見あたらなかった｡ 日本語の授





次回は､映像 を送って発表 しデ ィスカッションを行うという基本パ ターン
はそのままで､次の点を変えてやってみる予定である｡
1.発表の トピックを両大学とも同じものとする｡








長崎大学留学生センター紀要 第 7号 1999年 73
ところで､学生 に対するアンケー トの回答の中に ｢もっと他の地域の こと
も知 りたいし､同じ国か らの留学生が どんなところで勉強しているか見たい
から参加大学がもっと増えたほ うがいい｣ とい うものもあった｡現在 は熊本
大学 と長崎大学の 2校で行 っているが､将来的に参加校を増やせないものか
と考 えている｡ 幸い､筆者 らのSCSを使 っての活動に興味 を示 してくださる留
学生センター もある｡3校 4校 と参加校が増 えていくと､同じ目的で同 じ時
期に来 日し､異なった土地 に住 み日本語 を学ぶ留学生同士 のデ ィス カッショ
ンの場がSCSにより提供できるのではないかと期待 している｡
なお､次回の実践は1999年 7月1日､午後 2時30分か ら4時10分までの予
定である (SCS室があればどこの大学でも視聴可能である)0
杜










6)Bruffee (前掲舌)のIntroduction,第 1章 (Collaboration,Conyersation,and
Reacculturation)､第 4章 (TowardReconstructiongAmericanClassrooms:
InterdependentStudents,InterdependentWorld)から引用.







74 初級 日本語学習者のためのSCSを使 った協同学習の実践
ついては､木田健の rSCS (スペースコラボレーション)機器操作マニュアル｣が
大変役立った｡取扱についてのさらに詳しい説明は､r衛星通信大学間ネットワー
クシステム 平成 8年度VSAT局映像音声制御装置取扱説明書｣(1997年 日本
電気株式会社発行)が参考になる｡
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